
令和８年度重点目標達成のための行動計画（アクションプラン） 
                                                                        

高岡市立五位中学校 
具体的な達成目標 

 重点目標 「自分に誇りをもち、主体的に活動し共に高め合う生徒の育成」 
〇自ら考えて判断し、主体的に活動する生徒の育成 

  ・課題意識をもち、自分で考えて学習に取り組んでいる。・・・・・・・・・・・８０％ 
  ・学級活動、学校行事、生徒会活動に意欲的に取り組んでいる。・・・・・・・・８０％ 
 〇互いのよさを認め、共に高め合う生徒の育成 
  ・感謝、ねぎらい、励まし等、互いを思いやる心を言葉や態度で伝えている。・・８０％ 
  ・学校生活において、自分は役に立っていると思う。・・・・・・・・・・・・・８０％  
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 前年度の重点目標は、「自分に誇りをもち、主体的に活動するたくましい生徒の育成」で
あった。学校評価では、「自分にはよいところがあると思う」「学級活動、学校行事、生徒
会活動には意欲的に取り組んでいる」の項目で一定の成果を得ることができた。しかし、
「係活動や生徒会活動で、自分は役に立っていると思う」の項目については、課題が残っ
た。そこで、今年度は、授業をはじめとして学校生活全般を通して、学び合い、関わり合い
の場の工夫や賞賛、ねぎらい、感謝等を互いに伝え合う振り返りの場の充実を通して、自己
有用感の向上を図りたい。また、課題意識を高める指導、生徒が自己決定や自己調整しなが
ら学習を進めることができる指導過程の工夫に努め、主体的に活動に取り組む生徒の育成
を行っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自ら考えて判断し、主体的に活動する取組Ⅰ 
 
１ 課題意識を高める指導、学んだことを活
用して新たな課題に取り組む振り返りの
場を工夫することで、主体的に学ぶ意欲を
育てる。 

 
２ 自分の考えをもち、他者との学び合いを
通して、自己決定したり自己調整したりす
る指導過程を大切にする。 

 
３ 学級活動、学校行事、生徒会活動等にお
いて、生徒が企画、運営する場を意図的・
計画的に設定することで、自ら考え、判断
し行動できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

互いのよさを認め、共に高め合う取組Ⅰ 
 
１ 進んで挨拶を交わしたり、式や行事等で
大きな声で歌を歌ったりすることで、他と
のつながりを実感させ、所属感を高める。 

 
２ 学校生活全般を通して、自分の役割を果
たし、集団の一員として活躍できる場、他
者と協働して活動する場を設定し、自己存
在感や充実感を味わえるようにする。 

 
３ 賞賛、感謝、ねぎらい、励まし等の言葉
がけを教師と生徒、生徒と生徒がかけ合
い、生徒の自己有用感や意欲を高め、互い
を尊重し合う温かい人間関係を育てる。 

   
 
 
 
 
 
 

  ・学校評価（教師、生徒、保護者）を実施する。 
  ・評価結果（成果、課題等）を分析し、次年度の具体的な改善策を検討する。 
  ・評価の結果は、学校運営協議会やＰＴＡ役員会、学校ホームページ等で公開する。 

 

 

 
 
 

自ら考えて判断し、主体的に活動する取組Ⅱ 

１～３は継続 
４ 課題解決のための校内研修を充実させ、
生徒の実態を踏まえた授業改善を行う。 

 

 

互いのよさを認め、共に高め合う取組Ⅱ 

１～３は継続 
４ 評価結果を踏まえて、生徒の自己有用感
を高める場の工夫をする。 

 

 

  

             

 
  ・学校評価（教師、生徒、保護者）を実施する。 
  ・評価結果（成果、課題等）を分析し、次年度の具体的な改善策を検討する。   
  ・評価の結果は、学校運営協議会やＰＴＡ役員会、学校ホームページ等で公開する。 

 
 
 

 

 

 中間評価や年度末評価、学校運営協議会の意見を参考に、本年度の成果と課題を明確にす
る。次年度に向けて、行動目標や学校評価項目等の改善に生かす。 

 

 



 


